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ＸＧＰフォーラム
設立記念セレモニー

２００９年４月２日（水）
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＜冒頭挨拶＞
ただいまご紹介いただきました総務省総合通信基盤局電波部長の吉田でございます。日頃より総務省の情報通信行政に対してご理解・ご協力を賜り、

 

厚く御礼申し上げます。
本日は、ＸＧＰフォーラムの設立、誠におめでとうございます。フォーラム設立に当たり、一言ご挨拶申し上げます。
＜ＸＧＰを取巻く環境＞
ワイヤレス分野においては、高速・大容量通信のニーズが着実に増加してきており、先般の情報通信審議会答申（平成20年12月）では、2017年頃に

 

は、我が国のモバイルトラヒックは現在の約200倍になると予想されております。
こうしたモバイル通信の需要の増大に対応するためには、広帯域無線アクセス技術（ＢＷＡ）の一つであるＸＧＰも大変に重要な役割を果たすものと認

 

識しております。
ＸＧＰは、第３世代携帯電話を上回る最大２０Ｍｂｐｓ程度の伝送速度を有し、無線LANと比べても電波の到達距離が長いことから、例えば、外出中に移

 

動している場合でもブロードバンド環境を実現する技術として期待されております。
＜我が国におけるＸＧＰの導入＞
総務省では、平成１９年１２月に２社に対してＢＷＡの免許を交付したところでございます。
一つは、WiMAXを使ってサービスを提供するＵＱコミュニケーション、もう一つは、ＸＧＰを使ってサービスを提供するウィルコムです。
ウィルコムにおいては、今月より一部エリアでサービスが開始されると伺っており、今夏からのＸＧＰの本格展開によって、いつでもどこでもブロードバン

 

ドサービスが受けられる環境が実現することを期待しております。
＜ＸＧＰフォーラムの役割と期待＞
一方で、ＸＧＰがより使いやすくすなるためには、例えば端末コストの低廉化などが重要であり、多くの国で広く導入されることが不可欠です。
ＸＧＰフォーラムは、ＸＧＰ技術の標準化や海外普及を促進するという非常に重要な役割を担っており、多くの国でも広く導入されることにより、端末のコ

 

ストの低廉化に加えローミングサービスにも使えるといった利用者メリットが出ます。
ＸＧＰフォーラムの前身である「ＰＨＳ－ＭｏＵグループ」の活動により、ＰＨＳが中国、タイ、ベトナム等アジアを中心とした多くの国で導入されたことを踏

 

まえ、こうした活動の経験が、ＸＧＰフォーラムの活動にも活かされることを期待します。
＜総務省の国際展開活動の支援＞
総務省でも、産業界と一体となって、官民ミッションなどを通じて、ワイヤレス分野における我が国の優れた技術の国際展開を推進しているところでご

 

ざいます。
ＸＧＰについても、その一環として国際展開活動を強力に推進したいと考えているところであり、引き続き、ＸＧＰのさらなる発展を促進するため、本日お

 

集まりの皆様方の協力のもと、努力してまいりたいと思います。
＜締めくくり＞
最後に、ＸＧＰフォーラムの発展とＸＧＰが多くの国で導入されることを祈念しまして、簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。
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こんにちは！私は、PHS MoUを今後3.9Gから4Gの世界に乗り出させるに際して、XGP (eXtended Global Platform XGP) フォーラムの設

 
立式に立ち会い、大変うれしく存じます

 

！今は、桜満開の季節でもあり、―

 

これは、私にとって、転機、慕情と幸運の兆しです。我々

 
の組織にとっても、この非常に重要なイベントを開始させる最適な時期である…私は、これだからこそ、この日が選ばれた理由である

 
と思います。
皆さんと皆さんが代表されている会社とともに、我々は5年の努力、及び多数の会議と論議を経て、現在、3.9Gの技術を導いている

 
XGP産業が生まれました。つまり過去20年の実戦経験を基づき、このXGPを築き上げてきたという事実があります。

PHSは、1989年にNTT Laboratoryによって開発されました

 

–それは、ちょうと

 

20年前のことです。

 

商用サービスは、6年を経ってからの

 
1995年に日本で始まりました。嘗てDDI-Pocketとよばれ、今はWILLCOM という会社は、PHSを日本の公衆事業として強化させ、次の

 
14年を通して成長させました。貴方達の支持、そして日本政府の支持によって、PHSはタイと台湾を含み、多くの海外市場へも進出し

 
ました。特に、中国において、PHSの急劇な成長に通じて、我々が世界中に一億人の加入者を獲得しました。それは、2006年の10月

 
でした。我々は、記念イベントを開催しました。それらの一億加入者が要求したものは、何十万の基地局と何億台の端末だけではなく、

 
単純な音声から、データ転送、そして高速データ転送まで技術を革新すること、また、オペレーターによって新しい魅力的なサービス

 
も持ち出すことも要求されました。

我々は、過去20年の間に得た経験を覚えていなければなりません

 

–

 

日本での日々に厳しくなる競争環境を対処すること、及び中国の開

 
放を待って、確実な海外採用を得ること。これらの困難を克服する経験は、XGPを乗り出す際に、必ず我々を助けます。
今、我々は4Gレースのスターティングゲットに立っています。

個人の経験において、1G、2G、3G、それに3.9G商品と見られたiBurstに対しても、「簡単な」部分は技術開発であると分かりました。技術

 
の重要さを否認する意味ではありませんが…科学技術コミュニティに住んでいる我々は、技術を制御することがある程度うまくできる

 
と言えます。…これは、人類を月に行かせる例えです。問題になっているのは、次のステップです…成功させる商業化作業…それは

 
本当の挑戦です。一旦テクノロジーが手元ならば、成功に導く他の要因が多くにあります。その中には、いくつかが制御できない、商

 
業化に影響を与える要因もあります。例えば、周波数の利用はできますか？利用できれば、無料で政府からもらえますか？

 

それど

 
も、競売プロセスがあって、最初の基地局を設置する前にも、予算が足りなくなりますか？

 

皆さんは、ヨーロッパとアメリカでの3G免

 
許を競売したことをご存じでしょう。このプロセスによって、政府には何億ドルも入金したが、一部の会社は途中に退出し、倒産まで追

 
い込まれた。一方、生存者、つまり周波数オークションに勝った会社までも、大きな債務を負い、さらにネットワーク基盤を作る為に、

 
融資先を探し出さなければなりません。この期間は「通信業界の厳冬」として知られ、多くの事業が壊れ、会社が損を被せ、ついに潰

 
しました。

我々XGPにとって、とっても幸運なことで、スペックトラムは競売に通じなく、日本政府から割り当てられたものです。そして、XGPを運営す

 
るWillcomは、既存の全国的ネットワーク基盤を持っている為、移行計画により、XGPを建て増すことができます。
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我々は世界中のオペレータからすれば、実に幸運で羨ましがられる状態である事を気付くべきです。これは素晴らしいスタートです。過去

 
の経験はマーケティング戦略や販売計画の立案に非常に役立つでしょうし、今後直面する種々の課題解決にも大いに役立ちます。も

 
ちろん、競合サービスのWiMAX、3G、そして、来たるべきLTEと立ち向かわなければなりませんが、まあ、戦いを勝ち抜くために努力

 
するのは、どの世界でも起こる事です。参照として、2Gから3G世界へ移行する過程を観察してみましょう（若干違うかもしれないが、こ

 
の様な事が起こっただろうと推測します。）

私が分かっている限り、最初の3G商用は2001年5月にNTT Docomoによってドイツで始まったと思います。そして、2001年10月1日に日本

 
で商用サービスが展開されます。

 

そして韓国、ヨーロッパ、米国に広がり、ついに近い将来には、中国にも3Gの姿が現われます。

Docomoが3Gサービスを始めたから6年後の2007年6月までには、加入者数が200万人に上りました。それにしても、それは30億人の携帯

 
電話加入者の7%しか過ぎません。しかし、3Gが最初に商用された日本と韓国などの国（いずれも政府の支援で免許政策は有利）で、

 
50%以上の携帯電話加入者は、3Gでした。業界アナリストIn-Statの最新レポートには、2008年の末に、3Gが40億加入者を獲得、携帯

 
世界の11%を占有と示します。

しかし、2008年第四期の無線基本設備に関わる契約裁定額に見えることは、3Gと3.9Gが2013年内に携帯世界の30%を占めることを示唆し

 
ます。さらに、Portio Researchは、2013年までに世界人口の80%がモバイルサービスを経験する見通しです。…それは、58億の加入

 
者です。In-Statの提案によって計算すれば、これらの30%が3Gと3.9Gであるならば、我々は20億人の3Gと3.9Gの加入者が期待でき

 
ます。これは、我々に対して、非常に大きい好機です

 

―

 

このグループにおいて、3Gから4Gの方へ発展する傾向がより多いので。

ベンダー融資は、成功に導くもう1つの鍵です。私は、嘗て、ブラジルで2Gネットワークを構築する事業に携わりました…その時、必要の上

 
で15億ドルのベンダー融資を行いました（3つのベンダーで割り当てました）。

 

世界的な不況を考えると、ベンダー融資は、インフラ販

 
売においてさらに重要となります。これは、XGPメーカーの考えなければなりません問題です。さらに、目標国の既存オペレーターは、

 
市場を入ろうとしている新しいプレーヤーに対する抵抗もあります。皆さんも知っているように、我々が日本の外に踏み出すとき、これ

 
は立ち向かわなければなりません現実です。しかし、リスクがなければ、収益もでません。安全が確保できる成功したビジネスモデル

 
が、今日の通信世界において残念ですがありません。しかし、我々は海外に進出しないならば、他の誰かがきっと進出し、大きなビジ

 
ネスチャンスを逃すでしょう。
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1989年にNTTによって発展されたPHSは20年に通じて色々な経験を基づき、我々は日本国内でも、海外でも新技術を持ち出す方法

 
をいろいろ習得したと確信します。
我々全員は、これからの4年間の間に、その20億人の3Gと3.9G加入者を獲得するために、このせっかく習得できた方法を使いこなさな

 
ければなりません。我々は、ちょうといい時間にすばらしい技術がありました…この技術を日本で実用し始める条件も優れています。

 
顧客ベース、ネットワークベース、WILLCOMの経験、そして、日本の政府によってスペクトルを与えることなど、有利条件が揃えてい

 
ます。XGP技術の実用成功は、未来的に発展する基盤です。そして、我々はこの場所に、この瞬間にいて、XGPの未来を開創するこ

 
とを宣告します。
現実を直面しよう

 

―日本でXGPをうまく行かせるのはPHSから学ばれる経験を基づき、苦労のかかるプロセスです。―

 

世界中のプレ

 
スの力を借りましょう。沢山有利な報道を得て、積極的な注意を集めて、正面から3G、WiMAXとLTEを挑戦しましょう。
PHS MOUのすべてのメンバーに、そして、XGPの開発者に、おめでとうございます。これは、新しい世界への新しいスタートです…

 

成

 
功に伴って、2,3年後の今日は、5Gについて話し始めているかもしれません！しかし、それはまだ後日に！
ありがとうございます。
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皆様、こんにちは。私はZTE社のチアン・チェンです。今日のようなセレモニーでスピーチの機会を頂きまして、大変

 
光栄と存じます。まず、XGPフォーラムの設立を心よりお祝いもうしあげます。

皆様もご存知しているかもしれませんが、ZTEは、中国の通信機器の大手ベンダーの1つです。そして、ZTEの製品

 
は世界中の通信市場に販売されました。ZTEは、140カ国と地方である500名以上の顧客に製品を提供しておりま

 
す。

 

その中には、和黄電信、フランス電信、ボーダフォン、テレフォニア、テラスなど世界中にも名高い大手通信

 
会社を含み、多数の会社と長期ビジネス協力関係を確立しております。

2008年は、我々にとって、お陰さまで注目を集めた一年でした。不利な世界経済環境にもかかわれず、我々は

 
GSM、W-CDMA、FTTXなど主な製品において、強勢な成長を迎えました。ZTEは、中国で3つの携帯オペレーター

 
の3G事業に関わるプロジェクトを入札しました。特に、中国移動に対してTDD技術に関わる提案をしました。ZTEは、

 
この技術領域において、実績に通じて、世の中に実力を証明しました。それで、さらに私どもには、前向きな展望も

 
あります。今後、中国移動と提携して、TD-LTEの研究と開発を進めて参りすので、XGPサービスに取り込んでいる

 
WILLCOMと良いパートナー関係が結成できると信じています。

XGPは、技術面からいうと、TD－LTEとよく似ているからです。最後に、XGPにおいて、皆さんと協力することによっ

 
て、ZTEのビジネスチャンスも拡大し、将来的な成長も期待できます。ZTEは、国際的な業務による収益は、昨年、

 
全体の利益の中の60.6%を占めました

 

―

 

これは、前年の33.5%と比べ、大した増加です。

 

ZTEはまた、将来的に、

 
さらに海外の現地企業を強化する予定があります。

今日、貴重な機会を頂きまして、ありがとうございます。ZTEは、近い将来に、WillcomによってXGPサービスの大成

 
功を望んでおります。
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ＸＧＰの技術について

ＸＧＰフォーラム副議長
近 義起

 
（株式会社ウィルコム）
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“XGP” 
eXtended Global Platform 

is True Mobile Broadband System
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● ワイヤレスブロードバンド実現への課題

● XGP

ワイヤレスブロードバンド実現への課題
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不都合な真実

Cellular 
Phone

10MB 
8kbps x 3h

~1000x
Capacity

何故 携帯データ通信は都市部で速度が落ちるのか？

ADSL, FTTH, Wireless
~10G Byte

/Month/Sub.

ブロードバンド容量は膨大
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日本におけるブロードバンド通信量の傾向
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ブロードバンド通信量は年々増加

不都合な真実
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Dec. 2007

---------------------------

1.

 
Google

2.

 
Yahoo!

3.

 
Microsoft

4.

 
MSN/Windows Live

5.

 
AOL Media Network

6.

 
You Tube

7.

 
Fox Interactive Media

8.

 
Amazon

9.

 
eBay

10.

 
Apple

Dec. 2005

------------------------------

1.

 
Yahoo! 

2.

 
Microsoft

3.

 
MSN

4.

 
Google

5.

 
AOL

6.

 
eBay

7.

 
Amazon

8.

 
Real

9.

 
Apple

10.

 
Map Quest

Source: Nielsen Online

新しいブロードバンドサービスは急激に成長

不都合な真実
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Traffic density @Tokyo (E/km2) 
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都市部

現在、都市部のトラフィックだけが混雑

モバイルブロードバンド時代の到来により、全地域が混雑！

不都合な真実
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物理限界があるため、無線容量の飛躍的な拡大は困難

■シャノンの定理

C = W * log2 (1＋S/N)

■周波数帯域 (W)は限界があり大幅には増えない

■S/N比の改善技術

Micro Cell 100X ~
AMC (Adaptive Modulation & Coding) ~5x 

(HSDPA,EVDO)
AAS (Adaptive Antennas System) 4x ~
MIMO (Multi Input Multi Output) 1~2x ?

C: Throughput (Bit/sec)
W: Bandwidth (Hz)
S/N: Signal to Noise ratio

不都合な真実
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最も有力な解はマイクロセル化であるのだが、
マイクロセルの建設(交渉)には10年以上を要する上

干渉回避等の技術的な課題も山積している

1

10

100

10,000

Cell Radius (km)

Capacity

Micro cell

Macro cell

True MBB
1,000

0.10.20.30.40.50.60.70.80.91

不都合な真実

無線容量

 
VS セル半径
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AASはFDDよりTDDとの親和性が高く、広く普及していない

Null StaringBeam Foaming

Null Staring
Null Staring

不都合な真実
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速い実効速度に必要なのは
 

;

大きな送信出力 or マイクロセル

8kbps@2GHz Tx.=  1W & R=  1km

1Gbps@3.5GHz 536kW or 23m

不都合な真実

音声通信

超高速データ通信
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ＸＧＰ

● ワイヤレスブロードバンド実現への課題

● XGP
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■ターゲット

■XGP主要緒元

Data speed: 100Mbps ~
Mobility: 300km/h ~
Cell Radius: 5km~
Synergy w/PHS: 0Hz Guard band 

@1.9GH Dual mode BS

ＸＧＰの規格
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都市部郊外

0.1M

1M

10M

(bps)

Macro cell 3.5G

(Traffic)

マイクロセルのＸＧＰこそ

XGP

800kbps

本当にワイヤレスでブロードバンドの速度を実現

理論値

Micro Cell 2G
(PHS)

100M
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ＸＧＰのマーケットポジション

Macro cell 3.5/4G still need FMC!

1 10 100
Theological Speed (Mbps)

Mobility

High

Low

FiberADSL     CATV[No]

0.1

3.5G
2G

4G

4G achieves over 100Mbps actual
 

speed?

1 10 100
Actual Speed (Mbps)

Mobility

High

Low

FiberADSL CATV[No]

0.1

4G?3.5G
Macro Cell

2G
(Micro Cell)

Capacity

True
Mobile BB

Actual Speed=Capacity

Mobility
High

FiberADSL CATV
[No]

ブロードバンド速度とモビリティを実現する唯一のシステム！

4G?3.5G
Macro Cell

Micro Cell
High

Macro Cell
Low

True
Mobile BB2G

(Micro Cell)
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ＸＧＰの技術的優位性

TDDの優位性
・自律分散、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾁｬﾈﾙ選択
・マイクロセル構成

広帯域通信技術
・OFDM方式
・高効率、高出力アンプ

周波数有効利用技術
AAS

 
（

 

Adaptive

 

Array Antenna）

SDMA（

 

Space Division Multiple Access）

MIMO （

 

Ｍｕｌｔｉ

 

Input  Multi Output）

置局設計置局設計
不要不要

マイクロセル方式マイクロセル方式

アダプティブアレイ動作アダプティブアレイ動作

ヌルステアリングビームステアリング

高速通信高速通信
((～１００～１００Mbps)Mbps)

大容量大容量

マクロセルマクロセル
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1. TDDの特長による利便性

AAS (Adaptive Array System)


 
大きな周波数容量

 
(< 1 Freq. Reuse)


 

マクロセル

 
(+10dB~)

ADCA (Autonomous Dynamic Channel Assign)


 
高密度マイクロセル


 

置局設計不要

諸外国でも周波数獲得が容易

2.
 

低コスト
ハードウエアの共通化

 
(w/3.9G, 4G)

3. ALL IP

ＸＧＰのデザインコンセプト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DCキャリアの部分を、サブチャネル毎に修正。若しくはＤＣの所で記載！！！！
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AAS (Since 1997~)
+10dB > 
By Beam 
forming

■Adaptive Array System


 

AASとOFDMとの素晴らしい親和性

• AAS & OFDM (> FDD > cdma)


 

長年蓄積した、AASの経験

• +10dB以上の双方向利得
• < 1 Frequency Reuse

SDMA (Since 1999~)
< 1 Reuse
by SDMA

TDDの特長による利便性
 

1/2
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ADCA (Since1995~)

R=500m

■自立分散方式（ADCA）


 

セルプランニングが自由自在


 
高密度マイクロセル

■付加機能の実現が容易


 

ポータブルレピーター


 
フェムトセル


 

無線化基地局

レピーター (Since1997~)

f2

無線化基地局

N 
W

TDDの特長による利便性
 

2/2
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マクロセル: 高速移動＆郊外のカバー
マイクロセル: 高い実行通信速度

XGP: 柔軟なオーバーレイ設置

マイクロセルマイクロセル

マクロセルマクロセル
オーバーレイ

設置

エリア拡大
モビリティ重視

実効速度向上
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2 
k 
m

(C) INCREMENT P Corp.

2 
k 
m

2 
k 
m

真のモバイルブロードバンドインフラ

マクロセル
R:5km~
@住宅地

& 郊外

マクロセル
@初期段階

マイクロセル
For True MBB


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膨大なPHS基地局が稼働中

Vietnam 
2004~

India

日本

160k
BS1.6M BS

中国

台湾

ベトナム
タイ
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Gen. Access 
Method  Requirements System Carrier 

Bandwidth

1G FDMA Voice
HICAP 12.5 KHz

AMPS 30  KHz

2G TDMA
Voice (Main)

+ Data

PDC 50  KHz

GSM 200

 

KHz 

PHS 300

 

KHz

3/3.5G CDMA
Voice (Main)
Data: 2Mbps~

Cdma 2000/EVDO 1.25 MHz

TD-SCDMA 1.6  MHz

WCDMA/HSDPA 5  MHz

3.9/4G OFDMA Broad Band/IP WiMAX, XGP, LTE 10MHz ~

3.5世代システム以降は、要素技術がほぼ統一化

ハードウェアや基礎部品は、どのシステムでも共通化

XGP: ハードウエアの共通化
 

w/3.9G, 4G
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(Voice)

MobileMobile

Mobile

O-Fiber
xDSL
WiFi

Access

固定通信では通信事業者の「土管化」が始まっている

移動通信事業者はどうあるべきか？

Local
Business

(Data)(Data)All IP

Operator

Global
Business

Service

Device

Mobile

ALL IP化によるビジネスモデルの変化
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XGPは国際勧告システムに

2007 3月, 国際電気通信連合ITUで“XGP”を

BWA１つとして勧告(ITU-R M.1801)
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Up link
Down link

XGP
■実績あるモバイル技術を多用

- 専用 CCH Sub-CH
■大容量＆マクロセル

- AAS oriented MAC
- 地局設計フリー
- SC-FDMA (Option)

■低コスト
- ハードウエアの共通化 w/3.9G, 4G

WiMAX
■制御ｃｈ構造が課題？
■柔軟なMACレイヤー

■巨大なエコシステム

2.5ms
2.5ms

1.7ms
3.3ms

Up link
Down link

ＸＧＰ
 

ｖｓ
 

ＷｉＭＡＸ

CCH: Scheduling

t

t

CCH

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The frame construction of next generation PHS

■Allotted band which each of the users needs by DCA
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■実効速度が速く、安定した通信が可能
膨大な無線容量

■高速な送信速度
上下対称のTDDフレーム構成

■信頼の技術
15年におよぶTDDの研究開発で蓄えた、AAS, ADCAなどの

 TDD技術ノウハウ、OFDMAによる3.9G/4Gとの親和性

XGPこそ、真のモバイルブロードバンドを実現する

まとめ



Copyright 2009  XGP Forum  All Rights Reserved. 38(C) INCREMENT P Corp.

ＸＧＰ
 

Ｐｒｏｖｉｄｅｓ

True Mobile
Broad Band
True Mobile
Broad Band
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ＸＧＰ(eXtended  Global Platform)
TDDワイアレスブロードバンド通信

日本からアジア/世界に！

ＸＧＰフォーラム事務局長
杉浦 正一
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団体名 ＸＧＰフォーラム

議長 井上友二（ＴＴＣ理事長）

所在地
C/OC/O 社団法人

 

電波産業会
東京都千代田区霞ヶ関１－４－１

 

日土地ビル１１階

技術名 XGP (eXtended Global Platform)

目的

ＸＧＰ技術を利用したＴＤＤワイヤレスブロードバンド通信の海外向け普及促進

 及び標準化仕様策定を行う非営利団体。 主な活動は、海外でＸＧＰを利用し

 た通信サービスに関して、技術的支援及び事業化支援を採用に興味を示して

 いるオペレータに対して実施し、その採用・普及を加速させる。

参加団体 約４０社

 

(通信事業者・機器/部品メーカ・システムインテグレータ) 

ウェブ http://www.xgpforum.com/ 

ＸＧＰフォーラム事務局 杉浦・大澤・戚 TEL(03)5510-8599

■団体名称

■連絡先

■概要

概要
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若尾副議長
ＡＲＩＢ専務理事

フォーラム幹事会

ＸＧＰフォーラム総会

杉浦事務局長

井上議長
ＴＴＣ理事長

エンディ副議長
上級コンサルタント

近副議長
ウィルコム副社長

ＢＷＧ
佐藤議長

上級コンサルタント

TWG
河合議長

ウィルコム部長

ＯＷＧ
吉田議長

京セラ部長

ＢＷＧ
赤塚議長

京セラ統括部長

組織図
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１）BWG：Business Working Group
ビジネス面から方針や方向を検討協議する委員会。
オペレータやヴェンダとの連携、アプリケーション開発などの検討。

２）TWG: Technical Working Group
技術に関する案件を処理する委員会。
標準化作業、XGPに関する技術的課題の解決や新規サービスの標準化、

標準化団体との技術交流、技術的説明。
作業班は個別案件ごとに小委員会が設立。

３）PWG: Promotion Working Group
ＸＧＰサービスを広く広めるための委員会。
ウェブサイト、メールマガジン、展示会、技術交流会、ガイドブック編集、
各種プリケーションの紹介など。

４）OWG: Optimization Working Group
通信網の最適化を提案する委員会。網の品質の向上とノウハウの共有化。

ＷＧの役割
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会員名簿

Signatory Members
 

（*は幹事会社）

Company Name
1 株式会社 エイビット

2 株式会社 アクセス

3 ｱﾙｶﾃﾙ・ﾙｰｾﾝﾄ・ﾁｬｲﾅ 

4 ｱﾙﾃｱ･ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ 

5 ｱﾙﾃﾙ･ｲﾝｸ

6 アンリツ株式会社

7 ｱﾚｲ･ｺﾑ, LLC.

8 ｱｼﾞｱ･ﾜｲﾔﾚｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

9 ＢＤＡ・チャイナ

10 株式会社　弘栄

11 株式会社　大和総研

12 ﾌｧｰｽﾄ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ﾃﾚｺﾑ

13 フリースケール・セミコンダクタ・ジャパン

14 ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｾﾝｽ

15 株式会社日立国際電気

*16 株式会社　日立製作所

17 日本ﾋｭｰﾚｯﾄ・ﾊﾟｯｶｰﾄ

18 ｲﾝｳﾞｪﾝﾃｯｸ

*19 日本無線株式会社

20 加賀電子株式会社

Country/Area
日本

日本

中国

イスラエル

日本

日本

米国

タイ

中国

日本

日本

台湾

米国

香港

日本

日本

日本

中国

日本

日本

Company Name
*21 京セラ株式会社

*22 三菱電機株式会社

23 ﾓｰﾋﾞﾙﾏｯｸｽ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｲﾝｸ 

*24 日本電気株式会社

25 インフロンティア株式会社

*26 株式会社ネットインデックス

27 OKIセミコンダクタ株式会社

28 ｾｲｺｰｲﾝｽﾂﾙ株式会社

29 深せん・ﾛｯｷｰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｴｸｲｯﾌﾟﾒﾝﾄ

*30 株式会社東芝

31 東芝デジタルメディアエンジニアリング株式会社

*32 ＵＴｽﾀｰｺﾑ

33 ｳｴｲﾌﾞｻｯﾄ 

34 ｻﾞｲﾘﾝｸｽ

*35 株式会社ウィルコム

36 ｳｲｽﾄﾛﾝ･Neｳｴﾌﾞ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(ｴｲｻｰｸﾞﾙｰﾌﾟ)

37 ﾉｷｱ

38 中興通信公司（ＺＴＥ）（予定）

39 ｽﾀﾚﾝﾄ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺｰﾌﾟ

日本

日本

台湾

台湾

フィンランド

米国

中国

日本

日本

中国

日本

日本

米国

カナダ

米国

Country/Area

日本

日本

日本

日本
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世界のパートナー

http://www.kyocera.co.jp/index.html
http://www.wavesat.com/index.php
http://www.altair.com/Default.aspx
http://www.willcom-inc.com/ja/index.html
http://welcome.hp.com/country/us/en/welcome.html
http://www.alcatel-lucent.co.jp/index.html
http://www.nec.co.jp/
http://www.utstar.com.cn/index.jsp
http://www.jrc.co.jp/jp/index.html
http://www.inventec.com/english/about_a01.htm
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団体名 仕様番号

ＩＴＵ－Ｒ Ｍ．１８０１

ＡＲＩＢ ＳＴＤ－９５

PHS MoU
 

Group A-GN4.00-01-TS

ＸＧＰはＴＤＤワイヤレスブロードバンド通信サービスの標準化仕様として
以下の団体で推奨リストとして承認されております。

ＸＧＰの標準化



Copyright 2009  XGP Forum  All Rights Reserved. 46

■ＴＤＤ技術で事業者・ヴェンダとのコラボ

•
 

１２年の歴史ーＴＤＤノウハウを共有化
•

 
共同研究

•
 

共同開発
•

 
フィールドトライアル

•
 

商用化
•

 
他地域・国への紹介

基本コンセプト

海外への普及に関して
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日本 ウィルコムでのサービス化をショウケースに
海外に紹介する啓蒙活動

タイ ＴＤＤワイヤレスＢＢ方式に関する共同検討
フィールドトライアル検討

中国 ＴＤＤワイヤレスＢＢ方式に関する共同検討
研究機関との連携
小規模アプリケーション実験

アジアへの展開構想
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2009 2010~

●技術意見交換（タイ）

●技術意見交換（中国）

●マイグレーションシナリオ

●その他地域へのプロモーション活動開始

導入検討支援活動規格

 書拡充活動

1Q 2Q 3Q 4Q

●XGP Trial(日本） ●XGP Service

●XGP Trial

具体的な構想
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参考技術資料

XGP技術の優位性
PWG議長
赤塚康典
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20091995

IPIP

W-CDMA
CDMA2000

HSPA
EV-DO LTE

PHS

高度化PHS

～64Kbps

～800Kbps

XGP

次世代へ

優位性

TDD・マイクロセルの経験

優位性

TDD・マイクロセルの経験
TDD技

術の進化

MtoM

LowCostWLL

中低速データ

Private/PBX
Enterprise

China etc.

Japan

共存
融合

ターゲット：

 100Mbps

All IPAll IPMIMOMIMOOFDMAOFDMA

64QAM64QAM8xパケット8xパケット

4xパケｯﾄ4xパケｯﾄAA/SDMAAA/SDMA

デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス

B
W

A

セ
ル
ラ
ー

2000

ＰＨＳからＸＧＰへの発展の流れ
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TDDノウハウの優位性
・自律分散、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾁｬﾈﾙ選択
・マイクロセル構成

広帯域通信技術
・OFDM方式
・高効率、高出力アンプ

周波数有効利用技術
AAA （

 

Adaptive

 

Array Antenna）

SDMA（

 

Space Division Multiple Access）

MIMO （

 

Ｍｕｌｔｉ

 

Input  Multi Output）

◆オペレーションが容易な大容量、高速通信システム
高い周波数利用効率（マイクロセル構成、アダプティブアレイ技術）

 

⇒

 

大容量、高速通信

置局設計の自由度が大きい（自律分散、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾁｬﾈﾙ選択）

 

⇒オペレーションが容易

置局設計置局設計
不要不要

マイクロセル方式マイクロセル方式

アダプティブアレイ動作アダプティブアレイ動作

ヌルステアリングビームステアリング

高速通信高速通信
((～１００～１００Mbps)Mbps)

大容量大容量

ＸＧＰの特長
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■ターゲットスペック

※システム主要緒元

Data speed: 100Mbps ~
Mobility:

 
300km/h ~

Max
 

Cell Radius:
 

5km~

主な仕様

Access method OFDMA/TDMA-TDD

Frame

 

structure 5mS Symmetric Frame

#/TDMA 4

#/OFDMA Depends upon sub-channel width

Channel bandwidth 2.5/5/10/20MHz

Sub-carrier bandwidth 37.5kHz

Modulation scheme BPSK,QPSK,16/32/64/256QAM
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通信速度：256QAM 通信速度：64QAM サービスエリアのイメージ

ＸＧＰ
（256QAM～BPSK）

DL：22.8Mbps

UL：20.8Mbps

DL：16.3Mbps

UL：14.9Mbps

ＷｉＭＡＸ
（64QAM～QPSK）

非対応 DL：20.7Mbps

UL：11.5Mbps

ＬＴＥ
（64QAM～BPSK）

非対応 DL：24.9Mbps 

UL：16.8Mbps

◇通信速度（帯域10MHz）

256QAM
64QAM

16QAM

QPSK
BPSK

1.33

相対通信速度

0.670.33 1.00.17

◇サービスエリアのイメージ

基地局がら離れると

通信速度が大きくダウン。

WiMAX, LTEとの通信速度比較

携帯電話等周波数有効利用方策委員会報告から抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本の2.5GHz帯域でのWBBシステムのPower規定に則ったHata-Modelを使ったLink-Budgetの計算結果です。

実際には、フィールド実験をやってみたいところですが、理論上は、5km以上のCell半径を有した規定となります。

LinkBudgetがさらに増える要素もまだあります。基地局のアンテナ高さを60m、70mといった鉄塔を用いたり、AAAによるさらなるGainも考えられます。
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OFDMAOFDMAややMIMOMIMO等の基本コンセプトは同じ等の基本コンセプトは同じ
各システムの通信速度には顕著な差なし。（DL/ULへの振分け方の違いは有り）

どのシステムもユーザ数が増えたり、基地局から離れると通信速度が大きくダウン。

⇒ BWAが目指す高い実効速度（数～数10Mbps/ﾕｰｻﾞ）の実現は、技術の高度化だ

 けでは困難。

⇒ マイクロセル化し、システム全体の容量を上げる事が必須。

WiMAX，LTE との基本構造比較
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64QAM
16QAM

QPSK BPSK

基地局を増やす事で、実効速度は低下し難くなる。

但し、通信速度が遅い場所は残る。（場所率は変わらない）
更に改善する場合、パワーを下げ、基地局を打ち続ける。

マイクロセル化
パワーを下げる。

自律分散・干渉回避機能が無いＢＷＡ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本の2.5GHz帯域でのWBBシステムのPower規定に則ったHata-Modelを使ったLink-Budgetの計算結果です。

実際には、フィールド実験をやってみたいところですが、理論上は、5km以上のCell半径を有した規定となります。

LinkBudgetがさらに増える要素もまだあります。基地局のアンテナ高さを60m、70mといった鉄塔を用いたり、AAAによるさらなるGainも考えられます。
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256QAM
64QAM

16QAM
QPSK BPSK

マイクロセル化

256QAM
64QAM

16QAM
QPSK BPSK

パワーを下げない。

通信速度が速い場所を重ねる事ができ、効率良く実効速度を
向上させる事出来る。（高い実行速度と低コストインフラの両立）

ＸＧＰは自律分散・干渉回避機能付き

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本の2.5GHz帯域でのWBBシステムのPower規定に則ったHata-Modelを使ったLink-Budgetの計算結果です。

実際には、フィールド実験をやってみたいところですが、理論上は、5km以上のCell半径を有した規定となります。

LinkBudgetがさらに増える要素もまだあります。基地局のアンテナ高さを60m、70mといった鉄塔を用いたり、AAAによるさらなるGainも考えられます。
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マイクロセルマイクロセル

マクロセルマクロセル
オーバーレイ

設置

＜一例＞
・オーバーレイ設置で、マクロセルとマイクロ
セルを作り、個別に最適化
-

 

マイクロセル：実効速度重視チューニング
-

 

マクロセル

 

：高速移動重視チューニング

シームレス
ハンドオーヴァー

エリア拡大
モビリティ重視

実効速度向上

ＸＧＰの優位性
柔軟なシステム設計に対応

伝送速度

Down Link/Up

 
Link 

それぞれ１００Ｍｂｐｓ以上

モビリティ

３００ｋｍ／ｈ以上
新幹線でもブルー度バンドを実現

安定性

安定した実効速度
都心部などでも実効速度が落ちにくい
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アプリケーション事例

http://www.xgpforum.com/applications/health.html
http://www.xgpforum.com/applications/health.html
http://www.xgpforum.com/applications/health.html
http://www.xgpforum.com/applications/home.html
http://www.xgpforum.com/applications/home.html
http://www.xgpforum.com/applications/business.html
http://www.xgpforum.com/applications/business.html
http://www.xgpforum.com/applications/mobile.html
http://www.xgpforum.com/applications/mobile.html
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実効速度が速く、安定した通信が可能
チャンネル容量が大きく、周波数利用効率が高いため、多くの利用者が同時に

 利用する環境での、速度低下が発生しにくい

大容量データの送信が可能
ダウンリンクだけでなく、アップリンクも高速伝送が可能

技術の信頼性
15年におよぶPHSの研究開発で蓄えた、スマートアンテナなどのTDD技術を活

 用するノウハウをベースに設計。

まとめ

ＸＧＰは究極のＴＤＤモバイルＢＢ通信サービス：
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